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を
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細田　　栄

細
田
　
平
成
十
七
年
度
決
算

で
は
、
公
債
費
負
担
比
率
が

二
十
五
％
、
経
常
収
支
比
率

が
九
十
六
・
六
％
に
も
な
り
、

投
資
的
事
業
や
新
規
事
業
の

一
般
財
源
は
、
わ
ず
か
三
・

四
％
と
危
機
的
な
財
政
状
況

と
な
っ
て
い
る
。
町
長
提
出

の
決
算
資
料
や
、
監
査
委
員

の
意
見
書
に
も
「
こ
の
ま
ま

で
は
、
伯
耆
町
を
維
持
し
て

い
く
こ
と
が
難
し
い
」
と
ま

で
記
述
さ
れ
て
い
る
。

　
も
は
や
、
合
併
ま
ち
づ
く

り
計
画
は
財
政
破
綻
を
き
た

し
使
い
物
に
な
ら
な
く
な
っ

た
。
当
面
五
年
間
は
合
併
ま

ち
づ
く
り
計
画
で
は
な
く
、

伯
耆
町
総
合
計

画
に
基
づ
く
慎

重
な
運
営
が
必

要
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
、
毎
年

度
財
政
状
況
に

照
ら
し
合
わ
せ

た
実
施
計
画
の

作
成
が
不
可
欠

で
あ
る
。

　
町
長
は
、
本

年
三
月
に
策
定

さ
れ
た
、
伯
耆

町
総
合
計
画
に

基
づ
い
て
三
ヵ

年
ロ
ー
リ
ン
グ

の
実
施
計
画
を
作
成
す
る
と

言
わ
れ
て
い
た
が
、
平
成
十

八
年
度
を
初
年
度
と
す
る
三

年
間
の
実
施
計
画
を
議
会
に

も
説
明
し
、
町
民
の
皆
様
に

公
表
さ
れ
た
い
。

町
長
　
国
の
三
位
一
体
改
革

の
進
展
な
ど
に
よ
り
、
極
め

て
厳
し
い
地
方
財
政
状
況
に

な
っ
た
た
め
、
既
に
策
定
済

の
総
合
計
画
基
本
計
画
の
財

政
計
画
を
見
直
す
必
要
が
生

じ
た
、
現
在
前
半
五
年
間
の

財
政
計
画
の
見
直
し
中
で
あ

り
、
案
が
で
き
た
ら
議
会
に

協
議
し
、
町
民
に
も
公
表
す

る
。�

���

細
田
　
管
理
職
手
当
て
は
、

室
長
が
八
％
、
課
長
が
九
％

と
な
っ
て
い
る
が
、
も
っ
と

差
を
つ
け
る
べ
き
で
は
な
い

か
。
現
在
、
管
理
職
が
二
十

九
人
い
る
が
、
職
員
の
六
人

に
一
人
の
割
合
と
か
な
り
多

い
よ
う
に
思
う
、
今
後
職
員

数
も
二
十
人
程
度
減
じ
て
百

四
十
五
人
に
す
る
計
画
と
な

っ
て
お
り
、
管
理
職
も
減
員

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長
　
管
理
職
手
当
て
は
職

務
職
階
の
責
任
を
考
慮
し
て

定
め
た
、
又
管
理
職
の
定
年

退
職
者
は
、
今
後
五
年
間
で

十
五
名
予
定
さ
れ
て
お
り
、

今
後
の
検
討
課
題
と
考
え
て

い
る
。

��

細
田
　
今
年
三
月
に
岸
本
中

学
校
を
卒
業
し
た
、
居
住
実

態
の
無
い
カ
ラ
転
入
に
よ
る

越
境
入
学
に
つ
い
て
、
町
長

は
住
民
基
本
台
帳
法
に
よ
る

と
違
法
性
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
答
弁
が
あ
っ
た
が
、

教
育
長
は
法
を
盾
に
し
て
言

及
す
べ
き
問
題
で
は
な
い
と

答
弁
し
て
い
る
。
又
、
部
活

程
度
で
は
双
方
の
教
育
委
員

会
で
区
域
外
就
学
の
協
議
が

整
わ
な
い
の
で
、
結
果
的
に

は
住
民
票
の
異
動
の
み
の
転

入
を
黙
認
し
た
と
答
え
て
お

ら
れ
る
が
、
町
長
の
見
解
と

教
育
長
の
説
明
に
矛
盾
が
生

じ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

今
後
も
違
法
性
の
あ
る
方
法

に
よ
っ
て
越
境
入
学
を
認
め

て
い
く
考
え
か
。

教
育
長
　
入
学
前
に
保
護
者

か
ら
相
談
を
受
け
た
が
、
部

活
程
度
で
は
区
域
外
就
学
を

認
め
ら
れ
な
い
と
返
事
を
し

た
、
教
育
委
員
会
は
住
民
票

に
基
づ
い
て
入
学
を
許
可
し

た
た
め
、
違
法
性
は
無
い
。

居
住
実
態
と
住
民
票
が
合
致

し
な
い
例
は
多
く
把
握
が
困

難
と
な
っ
て
い
る
。
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